
　部落解放運動が高揚した 1970 年代以降、
部落問題に関する研究機関を設置する大学が
みられるようになりました。関西大学では、
1974年に部落問題研究室が開設されました。
そして 1985 年には、多様化する人権問題に
対応すべく、部落問題に加えて、人種・民族
問題、障害者問題、女性問題の 4 つの研究
班体制からなる人権問題研究室として、改組
されました（女性問題研究班は、現在、ジェ
ンダー研究班となっています）。
　改組 30 周年に当たる本年、人権問題研究
室と同じく、大学における人権問題に関する
研究機関である大阪市立大学人権問題研究セ
ンターと近畿大学人権研究所のご協力を得て、
シンポジウムを開催することになりました。
　人権問題の解決に取り組むさまざまな運動
の展開にともない、人権概念は広がり、深化
してきています。新たな人権課題が可視化さ
れるようになり、人権問題は多様化してきて
いるのです。こうした状況に大学の附置研究
機関としてどのように対応しているのか、ま
た、研究機関としての研究蓄積をどのように
社会に発信し、学内の教育にどう生かしてい
るのか、3つの研究機関が互いにそれぞれの
研究活動に学び、課題を出し合い、議論を深
めたいと考えています。
　人権問題や人権教育に関心のある方々のご
参加をお待ちしております。
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